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総務部 1
避難訓練(地震・火災・津波)等実践的な取組
みを通して、児童生徒の実態に応じた防災・
安全教育をすすめる

35 54 6 1 5 89 A 95 A

生徒指導部 2

登下校時の交通安全や安心・安全な学校生
活について、児童生徒の実態に応じた指導を
行い、ルールの理解やマナーの向上を目指
す

20 65 9 1 5 86 A 93 A

保健部 3
熱中症及び、感染症の流行期に対策を行うと
ともに、日常的にうがい、手洗い、消毒の指導
を行い、衛生の習慣をつける

29 59 8 0 3 88 A 97 A

学部
生徒指導部

4
日常の丁寧な行動観察や生活アンケート（中・
高）を実施し、早期対応のための児童生徒の状
況把握に努める

20 63 8 1 9 83 A 86 A

5
定期的な安全点検を行い、要補修箇所への
速やかな対応を通して安全で安心して過ごせ
る環境を整える

22 66 5 1 7 87 A 92 A

6
学校の立地条件を踏まえ、在籍児童生徒の実
態に応じた防災・避難体制を整える

20 62 11 0 6 82 A 95 A

生徒指導部 7
行方不明児童生徒に関する資料の作成及び
随時更新、スクールバスの避難訓練の実施を
通して、緊急態勢に備える

21 66 6 1 6 87 A 86 A

学部
情報図書部

8
個人情報の管理が適切に行われるよう環境整
備を行い、流出の防止に努める

18 64 11 1 7 81 A 89 A

9
年度当初の心肺蘇生法・AED講習会及び学
年ごとに具体的な事例を設定した緊急対応ｼ
ﾐｭﾚｰｼｮﾝを実施し、危機管理意識を高める

33 59 4 0 4 92 A 86 A

10
食物ｱﾚﾙｷﾞｰ等給食の個別対応が必要な児
童生徒の対応状況について共通理解を図る

26 57 9 2 6 83 A 97 A

6

教育活動の様々な取り組
みにおいて、保護者と教
職員が情報の共有を図り
協力できていましたか。
【本校】

47 46 6 0 1 93 A

2
・
3
・
4

訪問学級通信『めだかの
学校』をご覧になり、訪問
学級の学習・行事予定
や、それらの様子がよく
わかりましたか。参観週
間や懇談会に出席され、
児童生徒の訪問学級で
の様子や、教育目標など
について、担任等との間
で互いによくわかり合えま
したか。
【砂子】

95 3 0 0 2 98 A

1

ホームページ、学校新
聞、学年通信などで学校
生活の様子がよくわかり、
必要な情報を得ることが
できましたか。
【本校】

39 53 7 0 1 92 A

1

ホームページ・学校新聞
などをご覧になり、学校
の様子や必要な情報を
得ることができましたか。
【砂子】

67 20 0 0 13 87 A

学部
総務部

13
オープンスクールや学校行事、学校見学会等
を通して、本校の教育内容について地域に情
報提供する

30 64 2 0 4 94 A 98 A 2

オープンスクールや参観
日（運動会・学習発表会
を含む）で学校の様子は
よくわかりましたか
【本校】

53 43 3 0 0 96 A

学校評価
学校評価
委員会

14 より良い学校づくりにつながる学校評価を行う 21 65 3 2 9 86 A

インクルーシブ教育
システム構築
モデル事業の完遂

15
最終年次となるスクールクラスターモデル事業
の成果と課題を明らかにし、事業後の方向性
を明らかにする

15 55 10 2 18 70 B

特別支援学校の
センター的機能の
充実

16
スクールクラスターモデル事業を通して得た成
果を基に、地域の支援ニーズに応えるための
センター的機能の一層の充実を図る

16 54 12 2 17 70 B

（　４：よくできている　３：できている　２：あまりできていない　１：できていない　０：わからない　）

総務部
情報図書部
支援部

12
個人情報や著作権に配慮し、学校だよりやホー
ムページ、掲示板等を通じて、本校の教育活動
の情報発信を十分に行う

A1

H２７実現度％
H２６自己評価

結果

平成２７年度　県立芦屋特別支援学校　学校評価[自己評価]　（今年度実現度の比率、前年度との達成率・達成段階の比較、保護者アンケート結果との比較）

保護者アンケート項目

5

5

評価項目 関係分掌等 実践目標

H２７自己評価
結果

児童生徒が安全に安心
して過ごせる環境づくり
ができていましたか。
【本校】

訪問学級では、児童生
徒が安全・安心に過ごせ
る環境づくりが行われて
いると思いますか。
【砂子】

保健部

99
通信、連絡帳、授業参観、行事参観等を通し
て保護者と日常の教育活動についての情報
共有を十分に行う

学部 40 55

H27実現度％
H27保護者評価

結果

50 43 4 0 3 93

領
域

評価の観点

インクルーシブ
教育システム構
築を見据えたセ
ンター的機能の
充実

スクール
クラスター
モデル事業
担当

学
　
校
　
運
　
営

安全安心に学
べる学校づくり

防災教育・安全教育
の推進

学校からの発信の
充実

11

教職員の安全意識・
危機管理意識の
向上

総務部

A

73 27 0 0 0 100 A

A

28 65 4 0 3 93 A 91 A

0 4 94



在宅訪問 17
保護者や医療関係者との連携を十分に図り、
個々のニーズに合わせた教育活動を進める

36 50 1 0 13 86 A 96 A 6

教育活動の様々な取り組
みにおいて、保護者と教
職員が情報の共有を図り
協力できていましたか。
【本校】

47 46 6 0 1 93 A

砂子訪問 18
施設等の関係者と連携して児童生徒の実態
把握に努め、生活年齢や健康状態に配慮し
た教育活動を推進する

32 50 2 0 16 82 A 95 A 11

児童生徒一人ひとりに応
じた指導を行うために、
訪問学級と「西宮すなご
医療福祉センター」が十
分に連携を図っていると
思いますか。【砂子】

60 33 0 7 0 93 A

自立活動部 19
授業づくりに生かせる、個別の指導計画作成
のためのアセスメントを適切に行う

13 66 13 1 8 79 B 86 A

研究研修部 20

多様化講師による授業作りの研修や、児童生
徒の事例研究を通して、個々のニーズに応じ
た支援の手立てを明らかにし、個別の指導計
画の作成に活用する

24 66 4 1 4 90 A 86 A

教務部 21
教科領域ごとの年間指導計画の作成と共に、
授業を通して児童生徒が身につけたことが明
確になる評価表の作成を行う

12 63 14 3 8 75 B 90 A 9

児童生徒一人ひとりの実
態・特性・発達段階に応じ
て、訪問学級の教育活動
が行われていると思います
か。【砂子】

66 27 0 0 7 93 A

7

「個別の指導計画」の目
標設定や評価は適切で
わかりやすいものでした
か。【本校】

58 38 3 0 1 96 A

8

９月および３月にお送りし
ている『個別の指導計
画』をご覧になり、児童生
徒の目標に対する手立
てがしっかりと立てられ、
指導経過や評価が十分
に行われていると思われ
ますか。【砂子】

66 27 0 0 7 93 A

個を高め指導力を
高める研究研修

研究研修部
自立活動部

23
教材教具展を通して、指導実践を学び合う機
会を作ると共に、専門性の高い研修会を実施
して、よりよい指導ができるようにする

25 65 6 1 4 90 A 85 A 8

児童生徒の実態・特性・
発達に応じた教材や教
具の工夫がなされ、個に
応じた指導が行われてい
ましたか。【本校】

45 43 8 1 2 88 A

24
系統立てた指導ができるように、各学部・学年
における具体的な指導内容について関連教
科領域部会において情報交換を行う

12 54 24 2 9 65 C

25
キャリア教育の一環として、全校的・段階的な
『挨拶』の取り組みを進める

20 64 9 1 6 84 A 88 A 9

校内で、児童生徒による
積極的な挨拶はみられま
したか。また、保護者の
方のあいさつに児童生徒
から挨拶はかえってきま
したか。【本校】

30 47 18 2 4 77 B

学部 26
教科指導や日常生活指導、現場実習等を通
して、働く力と意欲を身につけさせる

21 61 7 0 11 82 A 92 A

23 64 7 4 2 高87 A 37 37 10 8 8 高74 B

16 61 5 0 18 中77 B 15 38 15 6 26 中53 C

20 65 3 0 13 小85 A 30 36 0 0 34 小66 C

学校間交流の推進

交流及び共同
学習推進委員

会(高）
教務部(小・

中）

28
相手校と連携して年間計画を立て、推進委員
会、教務部を中心に進捗状況を確認しながら
進める

25 59 3 1 13 83 A 94 A

居住地校交流の推
進(小学部・中学部/
居住地)

教務部 29

交流のねらいを明らかにし、児童生徒の経験・
活動の場を広げて社会性を育むと共に、本校
児童生徒とその教育についての理解啓発を
促す

23 57 7 1 12 80 A 94 A

地域の方々との交
流活動

支援部 30
地域交流や「特別支援学校　交流・体験チャ
レンジ事業」に関わるイベントや学習を協力・
実施する

19 60 8 0 13 79 B

10

4

児童生徒の希望や特性に応じた進路指導を
進めるために、地域・家庭及び福祉・労働等
の関係機関との連携を強める

進路指導部 27
進路について、個に応じ
た指導や相談が行われ
ていましたか。【本校】

91 A

近隣の小学校、中学校、
高等学校などとの交流は
充実していましたか。
【本校】

22

わかる授業・楽しい
授業づくり
生活につながる力
を高める授業
PDCAサイクルに基
づく指導・評価

キャリア教育
推進委員会

交流及び共同
学習の推進

訪
問
教
育

訪問教育の充実

教
　
育
　
課
　
程

8

個別の指導計画の
作成と活用

教務部
適切なアセスメントに基づく個別の指導計画を
作成し、個々の配慮事項について保護者と合
意形成を図り、指導に活かす

81 A35 46 7 1 11

8

合理的配慮の
提供を見据えた
教育実践

課
　
題
　
教
　
育

小中高とつながる
キャリア教育の系統
化

高等部卒業後の自
立と社会参加を見
据えた指導

キャリア教育・就
労支援の充実

子どもたちに
力をつける
授業、
個々を細かく
見つめる事例研
究の充実

子どもたちに
力をつける
授業、
個々を細かく
見つめる事例研
究の充実

16 66 10

1 2 88 A

A

児童生徒の実態・特性・
発達に応じた教材や教
具の工夫がなされ、個に
応じた指導が行われてい
ましたか。【本校】

45 43

1 7 82 A 85


